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11　月　の　行　事　予　定

1 金 長寿会（大阪天満宮）
コスモス会　ヨガ教室 17 日

2 ㊏ 18 月

3 日
文化の日

19 火 JAGRA
個人情報保護セミナー

4 月
振替休日

20 水 コスモス会役員会

5 火 ㈱モリサワ 文字文化フォーラム 21 木
JUMP 近畿 2013
D.D.S.S セミナー
“ 名刺をかえるだけで仕事がとれる ”

6 水 22 金

7 木 23 ㊏

8 金 近畿地方協議会総会（姫路） 24 日

9 ㊏ SPACE21 全国大会（水戸） 25 月

10 日 26 火

11 月 27 水 OGS 役員会

12 火 28 木

13 水 29 金

14 木 フジフィルムグローバルグラフィックシステムズ㈱
経営セミナー 30 ㊏

15 金

16 ㊏

新年互礼会

※詳細は後日ご案内いたします。
2014 年1月7日（火）



■ 日　時：12 月 3 日 ( 火 )　19:00 ～
■ 場　所：美々卯　本店
■ 住　所：〒 541-0046 
　 　　　　大阪市中央区平野町４−６−１８
■ 電　話：06-6231-5770

　去る10 月18 日（金）19 時より、京橋バール「スポッ
ト」にて「印刷機材展報告会＆なんでも討論会」が
開催され、平成会メンバー17 名が参加しました。

　まずはじめに、尼崎印刷（株）の田治氏から米国
シカゴで開催された印刷機材展「PRINT2013」に
ついて発表があり、①オフセット印刷機の展示はほ
とんど無く、トナー系やインクジェット系のデジタル
印刷機がほとんどであったこと、②米国は DM 大国

（日本の 7 ～ 10 倍）であり個人情報の取り扱いも日
本ほど厳しくないため DM のパーソナライズ化が進
んでおり、結果としてデジタル印刷機の市場が日本
よりも遥かに発展していること、③電子ブックやネッ
トとの融合といういわゆる印刷関連ビジネスの展示
はほぼ皆無であり、あくまでも印刷物でビジネスを
していくという意志が感じ取れたこと、などが報告
されました。
　次に、引き続き田治氏から東京で開催された印刷
機材展「JAGAS2013」についても発表があり、①
オフセット印刷機とデジタル印刷機がスペースを二分
しており、オフセットでは LED-UV 機、デジタルで
は A2 ～ B2 の大型機が積極的に PR されていたこ
と、② Web To Print・AR・Print To Web・3D プ
リンターなど印刷関連ビジネスの展示が多く、本業
ではない商材も顧客ニーズに合わせて幅広く提案で
きる体制が求められていると感じたこと、などが報
告されました。
　そして、日米展示会視察の総評として、①デジタ
ル印刷機はハード費用もメンテナンス費用もオフセッ
ト印刷機より高く耐用年数も短いと考えられるため、

少なくとも
小ロット印
刷として安
売りするた
めの設備で
はない、②
大型デジタ
ル印刷機が
オフセット印刷機に置き換わるためには、せめて 20
年スパンでのトータルコストがオフセット印刷機と同
等レベルになる必要がある、③デジタル印刷機には
可変データの印刷という新たな需要を喚起できるこ
とは確かであり、このようなデジタル印刷機でしか
できない仕事のために導入するべきである（そのよ
うな仕事が導入してすぐに獲得できるかは未知数だ
が・・・）、と締めくくりました。
　さらに、引き続き行われた「なんでも討論会」では、

「軽オフ機の更新時期がきたとして、新たに軽オフ
機を買い替えるか？」というテーマについて 3 グルー
プに分かれてディスカッションを行いました。「買い
替える」「買い替えない」「とにかく動かなくなるまで
使い倒す」など様 な々意見が出ましたが、他メンバー
の意見を聞いて自分にはなかった視点に気づき、「買
い替える気はなかったが、やっぱり買い替えます！」
というメンバーもおり、非常に意義深い討論会とな
りました。
　最後は、いつもどおり美味しい食事とお酒を楽し
みながらも印刷ビジネスの将来について熱く語り合
い、平成会ならではの自由な意見交換によりとても
有意義な一日となりました。

平 成 会
印刷機材展報告 & なんでも討論会

組合員の皆様へ

忘年会のお知らせ忘年会のお知らせ



昨年オープンして大きな話題となった株式会社ダ
イムさんの 多目的スペ ース「DAIMU GRAPHIC 
STUDIO」。

そのスタジオ内には様々な印刷サンプルや、紙以外
の素材（大理石、木、アクリル板、土壁など）へ印刷
された見本が多彩に展示されており、最新の大型インク
ジェット・カッティングプロッター・ラミネーター、さらには色
評価用照明設備等が完備されています。

最近では在阪のクリエイターが必ず一度は訪れる場所
として、印刷業界外にもその名前が広まっており、数々
のコラボ作品を次 に々生み出しています。

先日お伝えした「印刷 EXPO」でも、デザイナーとコ
ラボした作品を多数出展していました。

そんな「DAIMU GRAPHIC STUDIO」では不定
期に印刷にかかわる展示会を行っています。

第５回目に当たる11月の展示会は東京製紙株式会社
との共催で『かがやきがみのしくみ展』と題し、東京製
紙 COMPASSO をメインアイテムとした金銀パール紙の
展示会。

パッケージや包装用
途、その他高級チラシ
や商印関係などで活躍
している金銀パール紙
がどのように作られてい
るのか、その全貌をあ
えて解体し、素材毎の
メリット・デメリット等を再
確認する展示会だそう
です。

この展示会を観覧す
るだけでなく、ぜひ大型
インクジェットプリンターを初めとする数々の先端機材も合
わせて見学してください。高品位印刷や特殊素材への
印刷にとことんこだわった株式会社ダイムさんの、可能
性の一端に触れることができるはずです。

（Y.T）

 かがやきがみのしくみ展

日 　 時
2013年11月19日(火)～21日(木)
10：00 ～ 17：00

（最終日 21日は、21：00 まで）

場 　 所
DAIMU GRAPHIC STUDIO
吹田市江坂町 2 丁目 6 番 5 号

（株式会社ダイム２階）
電 　 話 TEL 06-6192-7515
U R L http://daimu.co.jp/
入 場 料 無　料

第5回 役員会報告
日　時　平成 25 年 10 月 15 日（火）18：00 ～
場　所　大阪紙商センター２階会議室
出席者　岩下理事長、北川副理事長、山田副理事長、
　　　　木原理事、杉浦理事、田中理事、
　　　　東條理事、山本理事、岡コスモス会会長
司　会　北川副理事長
挨　拶　岩下理事長
議　案（本部・各部報告その他）
◦セミナー、ボウリング大会、組合忘年会などの企画に

ついて
◦ 10/1　近畿地協幹事会報告、11/8　地協総会・議案書

等について
◦ 10/11　大阪印刷関連団体協議会団体長会議報告
◦ 10/11 ～ 12　ジャグラ全国協議会報告

総 務 報 告
（10 月）
　01日　近畿地協幹事会
　11日　大阪印刷関連団体協議会団体長会議
　11日～12日　ジャグラ全国協議会
　15日　ＯＧＳ役員会
　18日　印刷の月記念式典（東京）

DAIMU GRAPHIC STUDIO
『かがやきがみのしくみ展』を開催

ジャグラの会員数は 900 社を割り込み、大変厳しい状況です。今回の加入促進パンフ
レットでは、｢ジャグラBB の無料視聴パスワード｣ など、様々な “ ジャグラ体験クーポン”
をご用意しましたので、お取引先の方、印刷業・印刷関連業の方を含め、たくさんのア
ウトサイダーの方にこのパンフレットをお渡しし、ジャグラを体験していただき、入会につな
げたいと考えています。会員の皆様、是非この加入促進運動にご協力をお願いします。

レポート

ジャグラ入会ガイド 
    加入促進パンフレット作成



発行所／大阪府グラフィックサービス協同組合事務局
　　 〈㈳日本グラフィックサービス工業会大阪府支部〉

〒540-0028
大阪市中央区常盤町2丁目4番6号 大阪紙商センター3階
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URL：http://www.j-ogs.org/
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印刷機材団体協議会主催によ
る国際総合印刷機材展示会
｢JGAS2013｣ が 10 月2日から5
日までの 4日間、東京ビッグサイト
で開催され、会期中 3 万 1237
名が来場し、無事閉幕した。
｢Printo+α　プリントメディアの
新たな挑戦｣ をテーマに開催。東 1･2･３ホールは新製品や
最新技術、サービス等を一堂に展示。東 6 ホールでは、ビジ
ネスに直結する講演やセミナーなどが開催され、これまでにな
い規模で多種多様な企画が展開された。

　一般社団法人日本印刷産業連合会は日本製紙連合会に
対し、印刷 ･ 情報用紙の値上げに反対する旨を文書で伝
えた。今春に打ち出された値上げに続き、製紙各社が 10
月 21 日出荷分からの再値上げを一斉に発表したことに対
し、｢得意先の理解を得ることはきわめて困難｣ であり、
印刷需要の減退、経営の極度な圧迫につながるものとし
て断固反対を表明した。

　大阪府中央会では平成 25 年度共済事業の
一環として組合傘下事業所に対し定期的に
情報提供をしている。第 3 回目の今回は安
全保障・外交分野に精通し、関西テレビ ｢スー
パーニュースアンカー｣ のコメンテーター
としてお馴染みの青山繁晴氏を講師として
｢日本の出番、祖国は蘇る｣ をテーマに講演
を企画した。

日 時 平成 25 年 11 月 29 日 ( 金 )
16:00 ～ 17:30

場 所
シティプラザ大阪 2F　旬の間
大阪市中央区本町橋 2-31
TEL 06-6947-7888

定 員 150 名
（定員になり次第締め切り）

参 加 費 無料

お問合せ
大阪府中小企業団体中央会
総務部　谷山 ･ 古谷
TEL 06-6947-4370

㈱二口印刷は1904年創業で110年に届こうとする老舗。
その五代目社長二口晴一氏は、今回ユニークな商品「マ

イドーム」を開発し、あらゆる媒体で紹介されている。
ある寒い日、酔っ払って帰宅しリビングで寝てしまった社長。
寒さで目が覚め、近くにあった紙袋を被ると暖かくなり良く

眠れた。この経験が開発のきっかけ。社長仲間には笑わ
れたが「世界でひとつのもの」づくりに心が動いた。

紆余曲折を経て、現在は三菱製紙とともに事業化が進
み、商標は両社で使用。開発・製造は二口印刷で一手
に受けている。

マイドームはマスクなどに用いる不織布を使った安眠グッ
ズ。頭に被って寝ると自分の呼気を循環させて保温・保湿し、
睡眠中の顔やのどの乾燥を防ぎ遮光効果もある。

旅行用（小）は、車中で寝顔を見られたくない、遮光し
たい時に重宝する。

「中小零細企業でも技
術力・製品力があれば、
大手と対等な立場でビジネ
スができるという証明だと思
う。協力して質を高め世
界に広がる商品にしたい。

閉塞感が強い中小企
業だが、チャレンジする元
気な会社が増えてほしいと
願っている。」とコメントを頂きました。

水と空気以外には何でも印刷してやる。この意欲が大
切ですね。

次はあなたの会社にお伺いします。　
（M.Y）

二口印刷㈱ ///会員企業訪問

新しい睡眠スタイルを世界へ発信したい

JGAS2013　盛況の内に幕

日印産連

用紙再値上げに危機感
製紙連に ｢断固反対｣ 表明

大阪府中央会より
平成25年度　第3回共済事業セミナー

～日本の出番、祖国は蘇る～


